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発表者紹介

小堀 一雄（こぼりかずお）

経歴 ● 2017年4月 福祉ロボット、AI、車載組み込みの開発＆PM

● 2019年8月 スタートアップで6事業の開発・PM（アジャイルに出会う）

● 2020年12月 レバレジーズにPdMとして入社し、事業立ち上げ

● 2023年3月 同社にて社内起業で「agile effect」を企画、事業化。

外部活動 ● アジャイル経営カンファレンス実行委員

西 慎一郎（にししんいちろう）

経歴 ● 2005年 NTTデータにてウォータフォールの開発プロセス標準化に従事

● 2010年 インドオフショア開発にてスクラムを初実践（アジャイルに出会う）

● 2020年 BCG（ボストンコンサルティンググループ）にて

アジャイルの考え方を経営や事業判断の高速化に活用

● 2023年 Scrum Inc. Japanにて認定Agile Testing研修を立上げ

● 2025年 Giant Agile Inc.を創業し、企業のDX人材育成を支援
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スクラムにおけるAIの位置付け
2025年に発行された「スクラムガイド 拡張パック」にてAIに関する言及が追加されている

人工知能（AI）はますます作業環境の一部となり、
ディスカバリー、意思決定、プロダクト開発、価値実現における
スクラムチームの能力を大幅に拡張する可能性がある。

（中略）

危険もまた、無限にあるものだ。すべてのアウトカムに
対して、人間に説明責任があることを明確に維持した上で
（スクラムにおける説明責任に従う）、強力だが監督された
意思決定パートナーとしてAIを使う。
これは「ヒューマン・イン・ザ・ループ」として知られている。

（中略）

スクラムチームは、価値あるアウトカムの提供・エビデンスの
評価・プロフェッショナリズムを守ることに対して、引き続き
説明責任を負う。
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AI活用のポイントとなる考え方
ヒューマン・イン・ザ・ループ

スクラムチームが説明責任を負うとされる３つの点について
監督されたAIが意思決定をサポートする作業と、人間が責任を持って実施すべきことを整理

それぞれの具体例については
AIを活用して価値あるソフトウェアを高頻度なループで創造している西さんのスクラムチームの事例を見てみる

価値あるアウトカムの提供 エビデンスの評価 プロフェッショナリズムを守る

AIが実施

人間が実施

推奨：データ分析に基づく選択肢
の提示

判断：コンテキスト、価値観、
戦略的考慮を加えた決定

責任の明確化：結果に対して人間
が最終責任を持つ

分析：パターン認識とトレンド識別
などによる分析結果の提示

解釈：意味づけ、因果関係の判断、
次のアクションの決定

継続的改善：人間の洞察によるAI
モデルの改良

自動実行：ルーチンタスクやプログラミング
を高速に自動実行

監視：異常検出、品質管理、介入
要否の判断

緊急停止：いつでも人間がAIのプロセス
を停止可能
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AIを活用したスクラム・ソフトウェア開発における人間の説明責任とは

説明責任 要素 西さんの事例

価値ある
アウトカムの提供

エビデンスの
評価

プロフェッショナリズムを
守る

推奨

判断

責任の明確化

分析

解釈

継続的改善

自動実行

監視

緊急停止

インタフェース定義、テストをパスするコード作成、ソースコメント追記、
脆弱性診断、セキュリティーチェック、プロンプトの改善(SM・開発者）

AIにデプロイ権限を与えておらず低リスクのため、緊急停止は未実装

コーディング（Dify）、テストシナリオ作成(GPT)、
コードレビュー(GitHub Copilot)

実装すべき機能とプロトタイプの提案(GPT, Figma Make)

プロトタイプデザインの選択・修正(開発者)

実装する機能とデザインの価値を意思決定(PO)

サービス資料、ユーザーの声、過去のバックログを学習させた上で
開発するプロトタイプと期待に応じたユーザーストーリーの分析（GPT）

AIが生成した意思決定マトリックスの優先度・重要度の判断（PO）

3CやKPIなどビジネスのコンテキストをGPTに与えて改善を実施（PO）

この後詳しく説明する西さんの事例において、人間が説明責任を持って実施したポイントは青字部分

主体

AI

人間

AI

人間

AI

人間
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本発表で紹介するAI活用事例の対象プロダクト
アジャイルを支える業務改善ツール「agile effect」
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agile effectを開発するスクラムチーム

Product Owner 

西 慎一郎

Scrum Master

全員でローテーション

Developer 

開発4名、営業1名、デザイナー1名

合計7名の組織で、職種分け隔てなく1つのスクラムチームで運営
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AI導入で解決したい課題
AIを導入することで品質を担保しつつ、スピードを速くしたい

AIを導入する前

今まで通りの品質は維持したい
（変更障害率15%以下）

AIに期待していたこと

ベロシティー

リードタイム

品質

モブワークを実施していたため、
どうしてもべロシティー(1Sprintで
完成させた仕事量）が少ない

リードタイムが長い（10.8日）

商用の重大なバグは0件
変更障害率15%以下

モブワークをしてもコーディングの速度
を上げ、ベロシティーを増やしたい

リードタイムを短縮したい

リリース頻度を増やし、
お客様に価値を多く提供したい

リリース頻度
週1~2回のリリースが限界で
安定もしていなかった
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私たちのスピードと品質
週に平均2~3回のペースで商用リリースを実施しており、障害は（軽微なバグ）7回に1回程度
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私たちのスピードと品質
平均、1つのリリースに4日程度で、スプリントは毎回達成し続けている状況です。
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本日、発表でお伝えすること

時間の関係上、
開発生産性改善にフォーカスしま
す！

以降のスライドでは、
開発工程ごとにAIやアジャイルの実
践例を紹介します！
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“現在”使っているAIやツールの紹介

他にもある気がするので、もしご興味がある場合はお声がけください。

企画： Chat GPT(Deep Research)  , Figma Make

要求定義： ChatGPT

要件定義・設計： Devin , Claude Code , Serena , Obsidan 

コーディング： Claude Code , Cursor , Codex , Devin , Fgima MCP

レビュー： Codex、Devin、GitHub Copilot

テスト： Cursor、Claude Code ,  GPT Agent Mode + playwright（仮運用）

ドキュメント作成・検索： Gamma、GPT、Manus、NotebookLM

コミニュケーション： Slack 

計画・進行管理・振り返り： agile effect、GitHub , Miro

議事録生成： Gemini、NotebookLM

各工程やツールの接合、ワークフロー化： Dify
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何個かのツールを抜粋して紹介します

活用事例の紹介
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GPTでFigma Make用の
プロンプトを作成依頼

GPT出力結果

企画（AIの推奨）
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Figma Makeでプロンプト
コピー&ペースト

Figma Make 出力結果

企画（AIの推奨）
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Figma Makeの結果をFigma
に出力し、
デザイナーが編集

Figma 出力結果

企画（人間の判断）
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GPTで機能をスクショし、
ユーザーストーリーを作成

要求・要件定義（AIの分析）

合計22個のストーリーを作成してくれました
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作成された要求・要件とデ
ザインを照らし合わせ
GPT上でスクラムチーム全員で
レビュー

要求・要件定義（人間の判断）
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Fixした要求・要件を
タスク管理ツールに反映
Difyを用いて自動化

要求・要件定義（AIの自動化）

スクリーンショット2025-09-28 16.55.53.png

：

https://dify.ai/jp
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開発メンバー全員でモブワーク
7分１ローテでMOBTIMEを
使って運用する

設計（人間の判断）

導入前後の変化
- 属人性解消により、誰が何でもできる状態
- 主体性が自然と生まれる
- 手戻りが大幅に軽減

工夫点
タイムボックスを遵守し休憩頻度を高くもつ
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①
インターフェースの定義

設計（人間の監視）
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②
コードに処理フローを
コメントしていく（BE）

設計（人間の判断）
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③
コードに処理フローを
コメントしていく（FE）

設計（人間の判断）

コンポーネント設計・空ファイル作成
↓

コメント（JSDoc）で責務を記載する
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④
テストパターンの
洗い出しを
Devin or Claude Codeに
依頼

設計（AIの自動化）
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⑤
テストパターン1つ目だけ通る
形で実装

残りのテストパターンの実装を
Devin or Claude Codeに
依頼

設計（人間の監視）
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Claude Codeでコメントに
基づいて実装を行なっても
らう

※退勤時にDevinやClaude Codeを回

して帰るを徹底してます。

勿体無いので..

実装（AIの自動化）

実装の精度が高いかどうかは設計で決まる
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実装もモブワークで。

精度が悪い場合は、
プロンプトのレビューをしなが
ら実装し、
プロンプトを送る際のナレッ
ジを貯めていく

実装（継続的改善）



Copyright 2025 Giant Agile Inc. & Leverages

実装プロセスにおけるAX（AI transformation）
実装時間を大幅に短縮することができ、ナレッジを貯めることで精度も同時に向上

効果

変更行数500行のPRに対し、人間が変更を加えたのは計21行のみ

3行

6行

6行

6行

500行
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GitHub Copilotで
軽微なコードレビューを定期
的に実施

レビューフェーズ（AIの自動化）

Navigator、Driver以外の人が、実装中に

レビュー依頼を繰り返し実行し、

指摘内容をNavigator、Driverに共有

→レビュー修正単体の時間はゼロ
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操作の動きを再現してもらい、
テストシナリオを言語化して
もらう

E2Eテストフェーズ（AIの自動化）

GPT Agentモード 出力結果

：
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リリースの速度を担保しながら
安全にデリバリーする

脆弱性診断、セキュリティーチェック（人間の監視）

Aeye Scan 出力結果
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AX全体の効果：スピード (1/2)
リードタイムは、平均10.8日かかっていたものが、4.5日に。50%以下にすることに成功

AX前 AX後 効果

リードタイムは遅くなると思っていたが、
結果的に、早くなった。

定量面
・コーディング時間は約60%増加（3.7h → 6h）
・レビュー待ち時間が約90%短縮（4.3h → 24mim）
・デプロイ待ち時間が約60%短縮（10.3day → 3.8day）

定性面
・属人性解消により、誰が何でもできる状態
・手戻りが大幅に減少
・主体性が自然と生まれる
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AX全体の効果：スピード(2/2)
1つのリリースにかかる時間が4日程度に短縮し、ベロシティーは2.5倍に増加
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AX全体の効果：品質

AX前 AX後

テスト項目数の増減はそこまでなかったが、AIの導
入によって自動化が進み、E2Eテストの時間が短縮
されたことで、同品質かつリリースまでの時間を大幅
に削減できた。

定量面
• デプロイ待ち時間（実際はテストに費やした時間）

が約60%短縮するも品質は維持できた
(10.3day→3.8day）

定性面
• リグレッションテストなどは自動化によりストレスなく、

新規機能開発に集中できる
• AIを過信せず、テスト観点の抜け漏れがないかを

全員で確認する文化が出来上がったことで、全員の
QAスキルが底上げされた

もともと重大な商用バグが0件をキープしていたが、AI導入後もそのレベルで維持

効果
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自分のスケジュール管理を
GPTに任せる

おまけ（人間の解釈）
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自分のスケジュール管理を
GPTに任せる

おまけ（AIの自動化）
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自分のスケジュール管理を
GPTに任せる

おまけ（AIの自動化）
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自分のスケジュール管理
をGPTに任せる

おまけ（AIの推奨）
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返信漏れがないかを確認
※GPTでコネクタ機能をONにする

おまけ（人間の解釈）

今後やること

SlackもMCP繋いだらできそう..
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AIを導入する前 AI導入による効果

既存の品質基準を維持できた
（変更障害率15%以下）

課題に対するAIへの期待と導入効果
AIを導入することで品質を担保しつつ、各種スピードを速くすることが出来た

今まで通りの品質は維持したい
（変更障害率15%以下）

AIに期待していたこと

ベロシティー

リードタイム

品質

モブワークを実施していたため、
どうしてもべロシティー(1Sprintで
完成させた仕事量）が少ない

リードタイムが長い（10.8日）

商用の重大なバグは0件
変更障害率15%以下

モブワークをしてもコーディングの速度
を上げ、ベロシティーを増やしたい

リードタイムを短縮したい

コーディング時間は、
平均3時間/PRほど増えたが、
べロシティーは2.5倍に向上

リリース頻度は、安定して週2回以上
はできるようになった

リードタイムは、10.8→4.5日以下に
（レビューの待ち時間や、修正時間が
なくなったため）

リリース頻度を増やし、
お客様に価値を多く提供したい

リリース頻度
週1~2回のリリースが限界で
安定もしていなかった
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agile effectについて
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